
　
終
戦
か
ら
六
十
八
年
目
の
夏
、「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る
八

月
十
五
日
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
政
府
主
催
の
第
五
十
一
回
全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
日
本
武
道
館
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
式
典
に
は
戦
没
・
戦
災
遺
族
代
表
約
四
千
七
百
人
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

各
界
代
表
ら
千
四
百
人
が
参
列
し
、
先
の
大
戦
で
戦
没
さ
れ
た
軍
人
・
軍
属
約
二
百
三

十
万
人
、
戦
災
等
民
間
犠
牲
者
約
八
十
万
人
の
御
霊
の
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
世

界
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

岡山県遺族代表献花者
戸田博福さん（美咲町）
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第
51
回
全
国
戦
没
者
追
悼
式

終
戦
か
ら
六
十
八
年
平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

　

岡
山
県
か
ら
の
参
列
遺
族

代
表
は
、
最
高
齢
で
代
表
献

花
者
で
あ
る
美
咲
町
の
戸
田

博
福
さ
ん
（
83
歳
）
を
は
じ

め
総
勢
八
十
六
名
。
終
戦
か

ら
六
十
八
年
の
歳
月
が
流

れ
、
昨
年
に
続
い
て
戦
没
者

の
妻
の
参
列
は
な
か
っ
た
。

　

遺
族
代
表
は
式
典
前
日
の

十
四
日
朝
、
新
幹
線
で
上
京

し
、
宿
舎
と
な
る
都
内
の
ホ

テ
ル
で
説
明
会
に
臨
み
式
典

本
番
に
備
え
た
。

　

六
十
八
年
前
の
夏
と
同

様
、
式
典
当
日
は
朝
か
ら
晴

天
と
な
り
、
猛
暑
の
中
、
全

国
か
ら
参
集
し
た
遺
族
代
表

と
共
に
会
場
と
な
る
北
の
丸

公
園
の
日
本
武
道
館
に
入
場

し
た
。

　

定
刻
の
午
前
十
一
時
五
十

分
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り
参

列
者
全
員
が
起
立
し
天
皇
皇

后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
た
。

国
歌
を
斉
唱
後
、
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
が
壇
上
に
進

み
、「
私
た
ち
は
歴
史
に
対
し

て
謙
虚
に
向
き
合
い
、
学
ぶ

べ
き
教
訓
を
深
く
心
に
刻
み

つ
つ
、
希
望
に
満
ち
た
国
の

未
来
を
切
り
拓
い
て
参
り
ま

す
」
と
式
辞
（
全
文
別
掲
）

を
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
祭
壇
に
進
ま
れ
、
正
午

の
時
報
を
合
図
に
御
霊
に
一

分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

天
皇
陛
下
か
ら
“
お
こ
と

ば
”
を
賜
っ
た
後
、
伊
吹
衆

議
院
議
長
、
山
崎
参
議
院
議

長
、
竹
﨑
最
高
裁
長
官
の
追

悼
の
辞
に
続
い
て
、
夫
を
奄

美
大
島
沖
の
海
上
で
亡
く
さ

れ
た
遠
矢
み
ち
子
さ
ん
（
九

十
二
歳
／
東
京
都
遺
族
連
合

会
副
会
長
）
が
、
全
国
戦
没

者
遺
族
を
代
表
し
て
追
悼
の

こ
と
ば
を
捧
げ
た
。

　

次
い
で
、
安
倍
総
理
を
は

じ
め
各
党
・
各
界
代
表
に
続

い
て
各
都
道
府
県
参
列
遺
族

代
表
が
献
花
を
行
い
、
兄
・

昇
さ
ん
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
亡

く
さ
れ
た
戸
田
博
福
さ
ん
が

岡
山
県
遺
族
を
代
表
し
て
祭

壇
中
央
に
白
菊
を
捧
げ
、
御

霊
の
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
岡
山
県
内

で
も
平
和
祈
念
式
な
ど
の
慰

霊
行
事
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

県
下
各
市
町
村
役
場
で
は
半

旗
の
掲
揚
と
共
に
、
職
員
が

正
午
の
時
報
に
あ
わ
せ
て
黙

祷
を
行
っ
た
。

　

更
に
、
岡
山
県
護
國
神
社

で
行
わ
れ
た
“
終
戦
の
詔
書

奉
戴
・
日
本
興
隆
祈
願
祭
”

へ
約
百
六
十
人
が
参
列
し
た

ほ
か
、
十
五
、
十
六
日
の
二

日
間
に
か
け
て
行
わ
れ
た
護

國
神
社
“
萬
燈
み
た
ま
祭
”

で
は
、
岡
山
連
合
婦
人
会
に

よ
る
奉
納
盆
踊
り
な
ど
が
催

さ
れ
、
国
難
に
殉
ぜ
ら
れ
た

郷
土
出
身
戦
没
者
五
万
六
千

七
百
十
八
柱
の
御
霊
を
お
慰

め
し
た
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式 

式
辞

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
戦
没
者

の
御
遺
族
、
各
界
代
表
多
数
の
御
列
席
を
得
て
、

全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
こ
こ
に
挙
行
い
た
し
ま

す
。

　

祖
国
を
思
い
、
家
族
を
案
じ
つ
つ
、
戦
場
に
倒

れ
ら
れ
た
御
霊
、
戦
禍
に
遭
わ
れ
、
あ
る
い
は
戦

後
、
遠
い
異
郷
に
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
の
御
前

に
、
政
府
を
代
表
し
式
辞
を
申
し
述
ベ
ま
す
。

　

い
と
し
い
我
が
子
や
妻
を
思
い
、
残
し
て
い
く

父
、
母
に
幸
多
か
れ
、
ふ
る
さ
と
の
山
河
よ
、
緑

な
せ
と
念
じ
つ
つ
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
、
あ

な
た
方
の
犠
牲
の
上
に
、
い
ま
、
私
た
ち
が
享
受

す
る
平
和
と
繁
栄
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
片

時
た
り
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

御
霊
を
悼
ん
で
平
安
を
祈
り
、
感
謝
を
捧
げ
る

に
言
葉
は
無
力
な
れ
ば
、
い
ま
は
来
し
方
を
思

い
、
し
ば
し
瞑
目
し
、
静
か
に
頭
を
垂
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

戦
後
わ
が
国
は
、
自
由
、
民
主
主
義
を
尊
び
、

ひ
た
す
ら
に
平
和
の
道
を
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
日
よ
り
も
明
日
、
世
界
を
よ
り
良
い
場
に
変

え
る
た
め
、
戦
後
間
も
な
い
頃
か
ら
、
各
国
・
各

地
域
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

内
に
あ
っ
て
は
、
経
済
社
会
の
変
化
、
天
変
地

異
が
も
た
ら
し
た
危
機
を
、
幾
た
び
か
、
互
い
に

助
け
合
い
、
乗
り
越
え
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
歴
史
に
対
し
て
謙
虚
に
向
き
合

い
、
学
ぶ
べ
き
教
訓
を
深
く
胸
に
刻
み
つ
つ
、
希

望
に
満
ち
た
国
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り

ま
す
。
世
界
の
恒
久
平
和
に
、
能
う
る
限
り
貢
献

し
、
万
人
が
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
世
を
実
現
す

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
い
ま
一
度
、
戦
没
者
の
御
霊
に
平

安
を
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
を
お
祈
り
し

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣　

安
倍
普
三　



昇殿参拝を行った議連国会議員
（８月15日：靖國神社）

参拝後、記者会見する尾辻議連会長と
　　 水落同事務局長

（二）
平成25年
9月15日（昭和二十五年八月十日
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「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る
八

月
十
五
日
の
午
前
、
超
党
派

で
つ
く
る
「
み
ん
な
で
靖
國

神
社
に
参
拝
す
る
国
会
議
員

の
会
（
会
長
・
尾
辻
秀
久
参

議
院
議
員
／
日
本
遺
族
会
会

長
）」の
衆
参
国
会
議
員
二
百

二
人
が
そ
ろ
っ
て
靖
國
神
社

に
参
拝
し
、
社
に
鎮
ま
る
御

霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。

　

安
倍
内
閣
の
閣
僚
で
は
新

藤
義
孝
総
務
相
、
古
屋
圭
司

国
家
公
安
委
員
長
、
稲
田
朋

美
行
政
改
革
担
当
相
の
三
人

が
個
別
に
参
拝
し
た
ほ
か
、

自
民
党
か
ら
は
野
田
聖
子
総

務
会
長
、
高
市
早
苗
政
調
会

長
が
そ
ろ
っ
て
参
拝
し
た
。

ま
た
、
個
別
に
は
小
泉
進
次

郎
自
民
党
青
年
局
長
、
維
新

の
会
の
石
原
慎
太
郎
共
同
代

表
が
参
拝
を
行
っ
て
い
る
。

　

安
倍
晋
三
総
理
は
参
拝
を

見
送
っ
た
が
玉
串
料
を
奉

納
。
玉
串
奉
納
に
つ
い
て
官

邸
で
記
者
団
に
質
問
さ
れ
た

安
倍
総
理
は
、「
国
の
た
め
に

戦
い
、
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ

れ
た
ご
英
霊
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
ち
と
尊
崇
の
念
の
気

持
ち
を
込
め
て
奉
納
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
」
と
述
べ
、
参

拝
に
つ
い
て
は「
政
治
問
題
、

外
交
問
題
に
発
展
し
て
い
く

と
い
う
観
点
か
ら
申
し
上
げ

な
い
考
え
だ
」
と
答
え
た
。

　

議
連
の
尾
辻
秀
久
会
長
は

参
拝
後
「
中
韓
両
国
か
ら
批

判
さ
れ
る
こ
と
が
全
く
理
解

で
き
な
い
」
と
述
べ
る
と
共

に
、「（
玉
串
料
を
奉
納
さ
れ

た
）
安
倍
総
理
の
配
慮
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
」
と
記
者

団
の
質
問
に
答
え
た
。

　

ま
た
、
参
拝
し
た
三
閣
僚

も
「
日
本
人
と
し
て
犠
牲
に

な
ら
れ
た
英
霊
に
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
た
。
よ
そ
の
国
か
ら

の
批
判
や
干
渉
を
受
け
る
も

の
で
は
な
い
（
古
屋
国
家
公

安
委
員
長
）」と
し
て
参
拝
は

当
然
と
の
認
識
を
示
し
た
。

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

超
党
派
議
連
二
百
二
人
が
靖
國
神
社
に
参
拝

安
倍
内
閣
の
三
閣
僚
も

　
　
　
お
　
詫
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　

　

行
事
多
端
に
よ
り
編
集
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
本
紙
八
月
号

を
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

購
読
者
の
皆
様
方
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

編
集
者　

　

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る
八

月
十
五
日
に
超
党
派
で
参
拝

さ
れ
た
衆
参
国
会
議
員
は
次

の
と
お
り
。

　

（
党
派
別
・
敬
称
略
）

議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院
71
人

【
自
民
党
】
秋
葉
賢
也
、
穴
見

陽
一
、
池
田
佳
隆
、
石
川
昭

政
、
井
上
貴
博
、
今
津
寛
、

う
え
の
賢
一
、衛
藤
征
士
郎
、

大
西
英
男
、
大
野
敬
太
郎
、

奥
野
信
亮
、
梶
山
弘
志
、
勝

沼
栄
明
、
菅
野
さ
ち
こ
、
岸

信
夫
、
小
島
敏
文
、
小
林
史

明
、
今
野
智
博
、
桜
井
宏
、

櫻
田
義
孝
、
島
田
佳
和
、
白

須
賀
貴
樹
、
新
谷
正
義
、
高

市
早
苗
、
高
鳥
修
一
、
竹
下

亘
、
竹
本
直
一
、
田
中
英
之
、

田
中
良
生
、
土
屋
正
忠
、
東

郷
哲
也
、
豊
田
真
由
子
、
中

川
郁
子
、
長
坂
康
正
、
中
谷

元
、
中
谷
真
一
、
西
川
京
子
、

根
本
幸
典
、
野
中
厚
、
平
沢

勝
栄
、
堀
内
詔
子
、
前
田
一

男
、
町
村
信
孝
、
三
ツ
林
裕

己
、
務
台
俊
介
、
武
藤
容
治
、

簗
和
生
、
山
口
泰
明
、
山
田

賢
司
、
山
本
有
二
、
渡
辺
博

道【民
主
党
】
大
串
博
志
、
鷲
尾

英
一
郎

【
日
本
維
新
の
会
】
今
村
洋

史
、
岩
永
裕
貴
、
上
西
小
百

合
、
坂
元
大
輔
、
杉
田
水
脈
、

高
橋
み
ほ
、
田
沼
隆
志
、
中

丸
啓
、
西
田
譲
、
西
野
弘
一
、

平
沼
赳
夫
、
松
田
学
、
松
野

頼
久
、
三
木
圭
恵
、
村
岡
敏

英
、
山
田
宏
、
山
之
内
毅

【
み
ん
な
の
党
】青
柳
陽
一
郎

▼
参
議
院　

32
人

【
自
民
党
】
赤
池
誠
章
、
有
村

治
子
、
磯
﨑
仁
彦
、
岩
城
光

英
、
宇
都
隆
史
、
江
島
潔
、

大
野
泰
正
、
尾
辻
秀
久
、
北

村
経
夫
、
熊
谷
大
、
佐
藤
信

秋
、
佐
藤
正
久
、
山
東
昭
子
、

塚
田
一
郎
、
中
原
八
一
、
二

之
湯
武
史
、
羽
生
田
俊
、
藤

川
政
人
、
丸
山
和
也
、
三
木

亨
、
水
落
敏
栄
、
三
原
じ
ゅ

ん
こ
、
山
谷
え
り
子

【
民
主
党
】
金
子
洋
一
、
小
見

山
幸
治
、
芝
博
一
、
羽
田
雄

議
員
代
理
参
拝

▼
衆
議
院　

78
人

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
青
山

周
平
、
赤
澤
亮
正
、
阿
部
俊

子
、
甘
利
明
、
石
破
茂
、
今

村
雅
弘
、
上
杉
光
弘
、
江
藤

拓
、
大
塚
高
司
、
大
見
正
、

小
里
泰
弘
、
金
子
一
義
、
金

子
恭
之
、
神
山
佐
市
、
川
崎

一
郎

【
日
本
維
新
の
会
】
清
水
貴

之
、
中
山
恭
子
、
東
徹

【
み
ん
な
の
党
】
江
口
克
彦
、

和
田
政
宗

二
郎
、
菅
家
一
郎
、
神
田
憲

次
、
城
内
実
、
木
村
太
郎
、

小
池
百
合
子
、國
場
幸
之
助
、

後
藤
田
正
純
、小
松
裕
、佐
々

木
紀
、
佐
田
玄
一
郎
、
左
藤

章
、
塩
崎
恭
久
、
塩
谷
立
、

柴
山
昌
彦
、
鈴
木
淳
司
、
髙

木
毅
、
武
井
俊
輔
、
田
中
和

徳
、
棚
橋
泰
文
、
谷
川
弥
一
、

田
野
瀬
太
道
、
津
島
淳
、
土

屋
品
子
、
寺
田
稔
、
冨
岡
勉
、

永
岡
桂
子
、
中
村
裕
之
、
中

山
泰
秀
、
西
村
明
宏
、
西
村

康
稔
、
鳩
山
邦
夫
、
林
田
彪
、

平
井
た
く
や
、ふ
く
だ
峰
之
、

藤
丸
敏
、
藤
原
崇
、
古
川
禎

久
、
星
野
剛
士
、
細
田
健
一
、

保
利
耕
輔
、
松
本
純
、
三
ツ

矢
憲
生
、
三
原
朝
彦
、
宮
内

秀
樹
、
宮
崎
政
久
、
宮
澤
博

行
、
村
上
誠
一
郎
、
望
月
義

夫
、
八
木
哲
也
、
山
口
俊
一
、

山
本
公
一
、
山
本
拓

【
日
本
維
新
の
会
】
重
徳
和

彦
、
西
岡
新
、
藤
井
孝
男
、

松
浪
健
太
、
村
上
政
俊 

【
無
所
属
】
伊
吹
文
明
、
長
崎

幸
太
郎

【
み
ん
な
の
党
】
中
島
克
仁

【
生
活
の
党
】
鈴
木
克
昌

【
新
党
大
地
】
鈴
木
貴
子

▼
参
議
院　

21
人

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
井
原

巧
、
衛
藤
晟
一
、
大
家
敏
志
、

木
村
義
雄
、
関
口
昌
一
、
豊

田
俊
郎
、
中
泉
松
司
、
中
曽

根
弘
文
、
中
西
祐
介
、
野
村

哲
郎
、
橋
本
聖
子
、
舞
立
昇

治
、
松
村
祥
史
、
松
山
政
司
、

宮
沢
洋
一
、
山
本
一
太
、
山

本
順
三
、
若
林
健
太
、
脇
雅

史【日
本
維
新
の
会
】片
山
虎
之

助
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厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
て
日
本
遺
族
会
が
実
施

し
て
い
る
「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

（
遺
児
の
巡
拝
）
の
平
成
二

十
五
年
度
事
業
計
画
概
要
に

つ
い
て
は
、本
紙
四
月
号（
一

一
七
六
号
）
で
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
、
既
に
岡
山
県
か
ら

関
係
遺
児
の
方
々
が
亡
き
父

と
の
対
面
を
果
た
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
事
業
は
「
一
度
は
亡

き
父
の
戦
没
地
を
訪
れ
慰
霊

を
し
た
い
」
と
の
戦
没
者
遺

児
の
願
い
を
受
け
て
平
成
三

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業

で
、
戦
没
者
の
遺
児
で
あ
れ

ば
参
加
で
き
ま
す
。
既
に
事

業
を
終
え
た
地
域
、
申
し
込

み
を
締
め
切
っ
た
地
域
を
除

く
平
成
二
十
五
年
度
の
訪
問

地
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

関
係
地
域
の
遺
児
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
地
域
及
び
時
期
等　

別
掲

実
施
概
要
参
照
。

▼
参
加
費　

九
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
移
動
に

か
か
る
国
内
交
通
費
及
び
帰

｢岡山の塔｣戦没者追悼式/沖縄戦跡慰霊巡拝参加者募集
　岡山県遺族連盟では毎年、県補助事業により沖縄本島南端・摩文仁地区に建立されている「岡山の塔」
において「沖縄並びに南方諸地域岡山県出身戦没者追悼式」を執り行い、国難に殉ぜられた戦没者の御霊
をお慰めいたしております。
　平成25年度は10月31日㈭から２泊３日の日程で沖縄県内の各戦跡地を巡り、11月１日㈮には糸満市「岡
山の塔」に岡山県及び沖縄県当局関係者のご臨席をいただき岡山県出身戦没者追悼式を挙行いたします。
　苛烈な戦いの中、無念にも古里への帰還叶わず倒れられた郷土出身戦没者をお慰めし、感謝の誠を捧げ
たいと存じますので、多くの皆様方のご参加をいただきます様ご案内申し上げます。

月　日 巡　拝　日　程 宿　舎

10月31日
㈭

岡山駅西口（６：10）又は岡山空港（７：10）集合 〜 岡山空港発（８：30）
 JTA 011  那覇空港着（10：45）〜沖縄県護國神社参拝 〜 昼食（那覇市）
〜 沖縄陸軍病院20号壕（南風原町）〜 伊原第一外科壕 〜 沖縄陸軍病院
の塔 〜 魂魄の塔 〜 宿舎着（17：00）頃

那　覇　市
沖縄かりゆし

アーバンリゾート・ナハ

11月１日
㈮

宿舎発（８：00）〜 摩文仁 … 沖縄平和祈念堂・平和の礎・平和の広
場・摩文仁海岸 …「岡山の塔」戦没者追悼式（11時開式）〜 国立沖縄戦
没者墓苑（慰霊祭）〜 昼食（糸満市） 〜 嘉数高台公園・がま洞窟（普天間
基地）〜 西原IC 〜 宿舎着（16：30）頃

恩　納　村
沖縄かりゆし・ビーチ
リゾート・オーシャンスパ

11月２日
㈯

宿舎発（９：00）〜 万座毛 〜 お菓子御殿（読谷）〜 昼食（残波岬）〜 嘉
手納基地経由 〜 浦添の塔・浦添城跡 〜 識名園 〜 泡盛ギャラリー 〜 
那覇空港発（18：25） JTA 016  岡山空港着（20：15） 〜 岡山駅西口
（21：00）頃

◎参加経費　48,000円也（遺族会会員お一人経費）
　　　　　　上記以外の方は10,000円の追加経費でお受けいたします。
◎申 込 先　�県遺族連盟まで／住所、氏名、年令、性別、電話番号、戦没者との続柄、戦没者の氏名、戦

没場所、集合希望場所（岡山駅西口又は岡山空港）をお知らせ下さい。
◎申込締切　10月１日㈫（第一次締切） 　　◎募集人員　60名程度
　　　　　　※上記日程は交通機関等の都合により変更になる場合があります。

国
当
日
に
交
通
機
関
等
に
よ

り
帰
宅
で
き
な
い
場
合
の
宿

泊
費
等
は
個
人
負
担
で
す
。 

▼
そ
の
他

①�

参
加
す
る
地
域
に
お
け
る

班
の
決
定
は
日
本
遺
族
会

で
行
い
ま
す
。

②�

実
施
地
域
や
実
施
時
期
等

は
、
相
手
国
及
び
交
通
機

関
等
の
事
情
に
よ
り
変

更
・
延
期
、
又
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み　

岡
山
県
遺

族
連
盟
ま
で
。

｢

遺
児
の
巡
拝｣

参
加
者
募
集

実施地域 実施期間 募集人員 申込締切

ソロモン諸島 平成25年
11月９日〜11月16日 20人 ９月24日

フィリピン（１次） 平成25年
11月20日〜11月27日 120人 10月４日

ミャンマー・
ベトナム（１次）

平成25年
11月29日〜12月８日 60人 10月15日

台湾・バシー海峡 平成26年
１月16日〜１月22日 15人 12月２日

東部ニューギニア
（２次）

平成26年
２月１日〜２月８日 34人 12月17日

ミャンマー・
インド（２次）

平成26年
２月12日〜２月21日 60人

10月11日
（インド）
12月27日
（ミャンマー）

フィリピン（２次） 平成26年
３月５日〜３月12日 120人 １月21日

中国（２次） 平成26年
３月20日〜３月28日 60人 ２月５日

（特定地域）

ビスマーク諸島 平成26年
２月１日〜２月８日 36人 12月17日

西部ニューギニア 平成26年
２月３日〜２月12日 36人 12月19日

マーシャル・
ギルバート諸島

平成26年
３月15日〜３月23日 36人 11月15日



　
　
妹
弟
へ

陸
軍
伍
長　

赤　

井　

稔　

命　

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
一
日　
　
　

比
島
ル
ソ
ン
島
バ
ロ
ー
ル
に
て
戦
死

鳥
取
県
米
子
市
大
工
町
出
身　
　
　

十
九
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
代
枝
。
元
気
で
勤
め
て
居
る
事
と
思
ふ
。

俺
も
元
気
で
居
る
。
安
心
し
て
く
れ
。
愈
々
出

発
だ
。
喜
ん
で
く
れ
。

此
の
上
は
、
専
心
御
奉
公
致
す
覚
悟
で
あ
る
。

千
代
も
大
人
に
な
っ
た
。
母
上
様
を
よ
く
手
伝

っ
て
御
安
心
を
さ
せ
て
あ
げ
て
く
れ
。

俺
の
分
も
兼
ね
て
孝
養
を
尽
す
の
だ
ぞ
。

若
い
者
の
陥
り
易
い
短
所
と
し
て
と
言
へ
ば

解
る
だ
ら
う
。
決
し
て
其
の
様
な
ま
ね
は
す
る

な
よ
。

一
か
ら
十
ま
で
孝
養
だ
。
そ
れ
か
ら
博
の
面
倒

を
よ
く
見
て
や
れ
よ
。
仲
良
く
暮
す
の
だ
。
お

前
が
病
気
し
た
ら
、
母
上
様
の
苦
労
は
大
き
な

も
の
だ
。

体
を
大
切
に
、
孝
養
を
尽
く
せ
。

千
代
枝
殿

兄　
　

博
。
元
気
で
勉
強
の
事
と
思
ふ
。

俺
も
愈
々
南
方
で
活
躍
す
る
か
ら
安
心
せ
よ
。

体
を
丈
夫
に
し
て
、
よ
く
勉
強
し
て
立
派
な
者

に
な
る
の
だ
。
高
等
科
一
年
生
に
も
な
れ
ば
、

物
事
の
善
悪
も
知
っ
て
居
る
事
と
思
ふ
。
此
の

事
を
よ
く
弁
（
わ
き
ま
）
へ
て
、
よ
く
遊
び
よ

く
勉
強
し
な
さ
い
。
母
上
様
に
孝
養
を
、
俺
の

分
も
尽
す
様
、
確
か
に
申
付
け
ま
す
。

姉
さ
ん
の
言
ふ
事
を
よ
く
聞
ひ
て
、
体
を
大
切

に
し
っ
か
り
勉
強
し
な
さ
い
。

兄
よ
り　

博
へ�

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
五
年
九
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

全国戦没者追悼式に参列した岡山県遺族代表の皆さん
（８月15日：日本武道館）
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平
成
二
十
五
年
八
月
行
事
表

１
日　

県
連
盟
正
副
理
事
長
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

15
日　

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日

　
　
　

全
国
戦
没
者
慰
霊
大
祭
（
靖
國
神
社
）

　
　
　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
）

　
　
　

終
戦
の
詔
書
奉
戴
日
本
興
隆
祈
願
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

県
護
國
神
社
萬
燈
み
た
ま
祭
（
県
護
國
神
社
）
16
日
ま
で

23
日　

県
連
盟
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝（
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
）六
泊

31
日　

県
連
盟
第
一
回
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

平
成
二
十
五
年
九
月
行
事
表

１
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

８
日　

総
社
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

９
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
準
備
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

12
日　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
高
知
県
）
一
泊

13
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議
（
邑
久
町
中
央
公
民
館
）

16
日　

�「
敬
老
の
日
」
県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
一
人
暮
ら
し
の
父
母
・
妻

慰
問
（
県
下
）

17
日　

県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
百
歳
ご
遺
族
お
祝
（
県
下
）
三
日
間

19
日　

赤
磐
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

20
日　

高
梁
市
成
羽
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

24
日　

旧
岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
津
高･

旧
陸
軍
墓
地
）

25
日　

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式
（
玉
野
市
総
合
体
育
館
）

　
　
　

高
梁
市
川
面
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

�

県
連
盟
第
二
回
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）

　
　
　

岡
山
市
藤
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
藤
田
神
社
忠
魂
碑
）

平
成
二
十
五
年
十
月
行
事
表

５
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

10
日　

新
見
市
神
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

11
日　

倉
敷
市
戦
没
者
追
悼
式
（
倉
敷
市
民
会
館
）

　
　
　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
総
合
体
育
館
）

18
日　

笠
岡
市
陶
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

新
見
市
菅
生
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
菅
生
遺
族
会
館
）

21
日　

新
見
市
哲
西
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

赤
磐
市
戦
没
者
遺
族
大
会
（
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館
）

23
日　

新
見
市
熊
谷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

26
日　

総
社
市
戦
没
者
追
悼
式
（
総
社
市
民
会
館
）

27
日　

新
見
市
石
蟹
郷
地
区
戦
没
者
慰
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（
県
護
國
神
社
）

28
日　

新
見
市
新
見
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没
者
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祭
（
県
護
國
神
社
）

31
日　

�

県
連
盟
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
（
沖
縄
県
）
二
泊

平成25年９月吉日　

　ご遺族様
岡山県戦没者
顕彰会会長渡辺　英気　

　謹啓　初秋の候　ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、恒例の岡山県戦没者秋季慰霊祭を下記により執り行いますので、
万障お繰り合わせのうえご参列下さいますようご案内申し上げます。
　なお、東山電停より護國神社の間を、無料バスにより送迎を行いますの
で、多数ご参列下さいます様お願いいたします。

敬具　
記

１．日　　時　10月５日㈯10時〜11時30分（雨天に拘わらず執行）
　　　　　　　※�10月６日㈰は護國神社秋季慰霊大祭が10時から執り行わ

れます。
２．祭　　場　岡山市中区奥市３−21　岡山県護國神社
３．協賛行事　　　　　10月５日　　　　　　　　　　10月６日
　　　　　　　備中神楽（午前９時から／舞楽殿）	 備中神楽（午前９時から／舞楽殿）
　　　　　　　吉 備 舞　華 道 展	 詩 　 吟　吉 備 舞
　　　　　　　詩 吟 舞	 華 道 展　銃 剣 道
　
１．�神社前広場は大変混雑しますので、ご参拝の際は市内電車・バス等、

公共交通機関をご利用下さい。
２．�公共交通機関を利用してご参拝の方は、下記により無料送迎バスを運

行していますのでご利用下さい。�
　　　＊運行区間　東山電停 〜 表参道鳥居前 〜 護國神社間
　　　＊運行時間　午前９時〜12時（約10分間隔）
３．ご参列の方には１人に１個、記念品を差し上げます。
４．�ご希望の方には後楽園・博物館入場券（５、６日のみ有効）を差し上げ

ます。
５．�参列に際しましては、祭儀終了時まで会場にご臨席いただきます様お

願いいたします。

遺
族
会
の
動
き


